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施
行
日
前
許
可
申
請
を
し
た
者
で
あ
っ
て
、
第
一
号
施
行
日
以
後
に
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
係

る
新
関
税
法
第
四
十
五
条
の
二
（
新
関
税
法
第
六
十
一
条
の
四
及
び
第
六
十
二
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
は
、
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た
日

又
は
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
た
者
が
新
関
税
法
第
四
十
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
規
則
を
定
め
る
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
以
後
の
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
た
者
の
業
務
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

７

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
新
関
税
法
第
四
十
五
条
の
二

の
規
定
は
、
第
一
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る

者
が
新
関
税
法
第
四
十
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
以
後
の
当
該
保
税
蔵
置

場
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
業
務
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

８

施
行
日
前
許
可
申
請
を
し
た
者
で
あ
っ
て
、
第
一
号
施
行
日
以
後
に
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
係

る
新
関
税
法
第
四
十
八
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
新
関
税
法
第
六
十
一
条
の
四
及
び
第
六
十
二
条

の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
は
、
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
の
日
か

ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
た
者
が
新
関
税
法
第
四
十
三
条
第
十
一

号
に
規
定
す
る
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
以
後
に
し
た
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
た
者
の
行

為
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
保
税
蔵
置

場
等
の
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
前
に
し
た
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を

受
け
た
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
新
関
税
法
第
四
十
八
条
第
一

項
の
規
定
は
、
第
一
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
て
い

る
者
が
新
関
税
法
第
四
十
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
以
後
に
し
た
当
該
保

税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
行
為
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
一
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し

た
日
又
は
当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
前
に
し
た

当
該
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10

新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
（
第
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
第
一
号
施
行
日
以
後
に
さ
れ

る
関
税
法
第
六
十
二
条
の
八
第
一
項
の
許
可
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
総
合
保
税
地
域
の
許
可
」
と
い
う
。）の
申

請
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
一
号
施
行
日
前
に
さ
れ
た
総
合
保
税
地
域
の
許
可
の
申
請
（
以
下
こ
の
項
、
第
十
二
項
及

び
第
十
四
項
に
お
い
て
「
施
行
日
前
許
可
申
請
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
施
行
日
前
許
可
申
請
を
し
た
者
で
あ
っ
て
、
第
一
号
施
行
日
以
後
に
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
も

の
（
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
者
以
外
に
そ
の
許
可
に
係
る
総
合
保
税
地
域
に
お
い
て
貨
物
を
管
理
す

る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
を
含
む
。
第
十
二
項
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
当
該
総
合
保
税
地
域

の
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
第
七
号
に
規

定
す
る
規
則
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
（
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受

け
て
い
る
者
以
外
に
そ
の
許
可
に
係
る
総
合
保
税
地
域
に
お
い
て
貨
物
を
管
理
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者

を
含
む
。
第
十
三
項
及
び
第
十
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
第
一
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
、
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
規
則
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

施
行
日
前
許
可
申
請
を
し
た
者
で
あ
っ
て
、
第
一
号
施
行
日
以
後
に
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
係

る
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
新
関
税
法
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
は
、
当
該
総
合
保
税
地

域
の
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
者
が
新
関
税
法
第

六
十
二
条
の
八
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
以
後
の
当
該
総
合
保
税
地
域
の

許
可
を
受
け
た
者
の
業
務
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

13

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
十

五
に
お
い
て
準
用
す
る
新
関
税
法
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
は
、
第
一
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た

日
又
は
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る

規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
以
後
の
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
業
務
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

14

施
行
日
前
許
可
申
請
を
し
た
者
で
あ
っ
て
、
第
一
号
施
行
日
以
後
に
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
係

る
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
十
四
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
は
、
当

該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
者

が
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
以
後
に
し
た
当

該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
者
の
行
為
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
の
日
か
ら
起
算
し

て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い

日
前
に
し
た
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
た
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
十

四
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受

け
て
い
る
者
が
新
関
税
法
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
以

後
に
し
た
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
行
為
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
一
号
施
行
日
か
ら
起
算
し

て
四
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
規
則
を
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か

早
い
日
前
に
し
た
当
該
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

令
和
九
年
十
月
一
日
前
に
第
二
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
附
則
第
十

条
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
改
正
前
の
関
税
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
関
税
法
」
と
い
う
。）第
十
一
章
第
一

節
の
規
定
に
よ
り
記
録
命
令
付
差
押
え
（
旧
関
税
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
命
令
付
差
押
え
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
旧
関
税
法
第
百
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
許
可
状
が
発
せ
ら
れ
た

場
合
に
お
け
る
当
該
記
録
命
令
付
差
押
え
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す

る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に

日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
六
条

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並

び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
領
置
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
を
し
た
場
合
」
を
「
領
置
若
し
く
は
差
押
え
を

し
た
場
合
又
は
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
関
税
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
臨
検
、捜
索
又
は
差
押
え
等
）

に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
提
出
さ
せ
た
場
合
」

に
、「
記
録
命
令
付
差
押
え
の
事
由
」
を
「
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
の
事
由
」
に
、「
領
置
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付

差
押
え
を
し
た
事
由
」
を
「
領
置
若
し
く
は
差
押
え
を
し
、又
は
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
に
よ
り
提
出
さ
せ
た
事
由
」

に
改
め
る
。

（
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
、
当
該
」
を
「
、
そ
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
の
還
付
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号

中
「
の
還
付
」
を
「
）（
同
法
第
八
条
の
二
第
十
六
項
（
不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
の
た
め
に
第
三
国
か
ら
輸
入

さ
れ
る
貨
物
等
に
対
し
て
課
す
る
関
税
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
特
定
の
貨
物
に
係
る
暫
定
緊
急
措
置
に
係
る
関
税
の
還
付
」
を
「
関
税
の
緊
急
措
置
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
暫
定
緊
急
関
税
の
還
付
」
を
「
緊
急
関
税
等
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

関
税
定
率
法
第
八
条
の
二
第
十
四
項


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